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１．名      称：令和６年度東淀川区第一回ＢＣＰ学びの場 

２．日      時：令和６年 10月 25日（金）15：00～16：30 

３．会      場：東淀川区役所４階 401会議室 

４．コーディネーター：城下英行氏（関西大学社会安全学部准教授） 

５．主      催：東淀川区役所地域課（担当：畠山、安田、森川） 

６．参 加 者 数：９人（９団体） 

７．プログラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 開催挨拶  

２ 東淀川区役所のＢＣＰ策定支援について 

３ 令和６年度東淀川区第一回ＢＣＰ学びの場 

 

実施概要 
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ＢＣＰ学びの場に入る前にまず自然災害など脅威の発生

頻度と外力（被害）の大きさの関係性を考えることで防災

とは何かを説明した。左のグラフは自然災害など脅威の発

生頻度（縦軸）と地震でいえば震度など、外力（被害）の

大きさ（横軸）の関係性を示している。これをを見ると、

通常外力（被害）が小さな脅威ほど発生頻度が高く、外力

（被害）が大きな脅威ほど発生頻度は低くなっていること

が分かる。ＢＣＰや防災計画とは外力（被害）の大きさを

あらかじめ想定し計画するものである。左のグラフでいえ

ば、グラフの中の赤い線のように縦に線を引く作業であり、線の左部の網掛けの部分は想定内の外力（被

害）となり、「災害」とは見出せないということになる。しかし、その想定の中のみで事業を遂行してし

まうと防災を超える外力があった際に対処できなくなってしまう。防災対策が進んでいる国・地域とは、

この防災の縦線が図中の右側に寄っている状況にあり、中小規模の被害は防災によって防いでいること

から、災害が発生するときは巨大化しやすいといえる。そうした巨大災害を引き起こすような外力は発

生頻度が低いためそれに対する備えが弱くなってしまいがちである。 

 

 

次に「ＢＣＰとは何か」の説明を行った。こちらは毎年「東淀川区ＢＣＰ学びの場」の冒頭で行って

いるので各年度の「東淀川区ＢＣＰ学びの場実施報告書」を参照していただきたい。 

 

 

 

 北海道千歳市に本社がある製菓メーカーでは、平成

30（2018）年９月に発生した北海道胆振（いぶり）東部

地震の際、ＢＣＰを策定していたことにより事業の再開

ができた。同社のＢＣＰでは、学校給食事業の復旧を最

優先事項（会社が存続する上で、欠かすことのできない

事業。東淀川区ＢＣＰ学びの場では「重要業務」、「守る

事業」などと呼んでいる。）に位置づけ、非常に体制を

作っていたため５日目には給食用のパン製造ラインを

再開できた。 

 

 

 

          

                     

                          

                                  
                             

                               
                               
                 

                                
            

                                   
          

                     

防災とは何か 

ＢＣＰとは何か 

ＢＣＰ策定先進事例（各社新聞報道を参考に作成） 

 

https://www.city.osaka.lg.jp/higashiyodogawa/page/0000408280.html
https://www.data.jma.go.jp/sapporo/jishin/iburi_tobu.html
https://www.data.jma.go.jp/sapporo/jishin/iburi_tobu.html
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 繊維機械部品「リード（筬）」を製造販売する企業で

は、令和６（2024）年１月に発生した能登半島地震の際、

地震に備え日ごろから終業時にベルトで固定していた

ことが功を奏し被害が最小限に済んだ。 

また、珠洲市などで貸し切りバスやスクールバスを運

行する企業では、同じく能登半島地震の際、停電や通信

障害が多数発生する中、ポータブル発電機を備えていた

のでパソコンがすぐに立ち上げ運行計画を作成し、発生

から２日でバスを動かすことができた。電気の問題の

他、資金繰りもＢＣＰの際に考えられていた。どれくら

いの期間の事業運転資金に相当する額のキャッシュフ

ローを確保するのかを考えることがとても重要だとい

うことがこの企業の社長のコメントでも伺える。 

実際に能登半島地震という災害を目の当たりにして

ＢＣＰを見直した事例として、大分県佐伯市の医療機関

では、佐伯市が大分県の南東端に位置していることから

それまでに策定されたＢＣＰは周辺道路の寸断などを

想定していなかったため、大分市や宮崎県側と結ぶ 2 本

の国道が寸断されれば「陸の孤島」となる恐れがあるた

め、被害想定や支援の受け入れ体制の見直しを検討して

いる。 

以上４つの事例をみても、こんなことは起こらないだ

ろうと捉えるのではなく、想定外の脅威を幅広く捉える

ことが重要であることが分かる。 

 

 

東淀川区役所地域課では、令和６年７月に東淀川工業協会に加盟する 18 社を対象にＢＣＰに対する

意識調査を行った。今回、株式会社帝国データバンク「事業継続計画（ＢＣＰ）に対する意識調査」を

参考に調査しているので株式会社帝国データバンクの集計結果を参考にしていただきたい。 

 

 

 

           

                              
            

                                
   

                             
                            

                              
   

                              
             

                    

           

                              
  

                 

                            

                               
                       

                            

                                   
                               
           

                    

           

                               
                               
              

                       

                                
                      

                                 
 

                                  
                                 
                    

                               
       

                   

令和６年度 東淀川区役所 事業継続計画（ＢＣＰ）に対する意識調査 

https://www.data.jma.go.jp/kanazawa/shosai/notojishinportal.html
https://www.tdb-di.com/special-planning-survey/sp20240625.php
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 次に城下氏が用意したワークシート（別途資料参照）を

用いてＢＣＰ策定・見直しの演習を行った。ワークシート

に記載後、各グループ内で記載内容の情報共有を行った。 

 ワークシートは、自社が存続する上で、欠かすことので

きない事業を設定し、その事業を復旧するまでの時間、そ

の事業に必要な業務を記載するようになっている。それが

できれば自然災害や感染症など各脅威が事業に影響を与え

る状況を記入するようになっている。 

 今回は２グループに分かれ意見交換を行った。 

 

 

 令和６年８月８日 19 時 15 分に気象庁が南海トラフ地震

臨時情報（巨大地震注意）を発表した。今回、南海トラフ地

震臨時情報（巨大地震注意）についての解説（「南海トラフ

地震臨時情報（巨大地震注意）」と「南海トラフ地震臨時情

報（巨大地震警戒）」との違い）と、その対応のポイントを

伝えた。 

 

 

 

 

 

 事業継続マネジメント（ＢＣＭ）のプロセスとして、まず

ＢＣＰ策定の方針を立て、次に脅威が事業に影響を与える

状況を分析・評価し、それに対する戦略を練ることでＢＣＰ

が完成するが、今回は「方針の策定」と「分析・検討」を、

直近に発表された南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意）

の情報を交えながらワークシートに記入することで体験し

ていただいた。終了後、アンケートに回答していただいた

が、皆様このＢＣＭのプロセスごとに悩みがあることが分

かった。第二回では、「方針の策定」、「分析・検討」の次の 

「事業継続戦略・対策の検討と決定」を中心に進める予定で 

ある。 

ワークシートを用いたＢＣＰ策定演習 

南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意） 

まとめ 

           

   

        

          

   

        

           

              

        

     

     

         
          

        
       

       
   

         
     

      

        
        

                             

https://www.bousai.go.jp/jishin/nankai/rinji/index4.html
https://www.bousai.go.jp/jishin/nankai/rinji/index4.html

